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目次 目次

第１編 共通編　[略] 第１編 共通編　[略]
第２編 工事別編 第２編 工事別編

第１～２章 [略] 第１～２章 [略]
第３章 舗装工事・道路改良工事 第３章 農道工事
第４～５章 [略] 第４～５章 [略]
第６章 排水路工事・河川工事 第６章 河川及び排水路工事
第７～２０章 [略] 第７～２０章 [略]

第１編 共通編 第１編 共通編
第１章　総　則 第１章　総　則

第１節 総 則 第１節 総 則
１－１－１ [略] １－１－１ [略]

１－１－２ 用語の定義 １－１－２ 用語の定義

共通仕様書における用語の定義は、次に定めるところによる。 共通仕様書における用語の定義は、次に定めるところによる。

（１）～（２６）　 [略] （１）～（２６）　　[略]

（２７）「書面」とは，紙及び電磁的記録に記録された事項を表示したものをいう。 （２７）「書面」とは，手書き，印刷等の伝達物をいい，発行年月日を記載し，署名又は捺したもの

　なお，書面は，原則として情報共有システム又は電子メールにより伝達するものとする。 　を有効とする。

　　なお，緊急を要する場合は，ファクシミリ及びＥメールにより伝達できるものとするが，後日有

　効な書面と差し替えるものとする。

（２８）　　　　　［略］ （２８）　　　　　［略］

（２９）「遠隔確認」とは、監督職員が遠隔地においてウェアラブルカメラ等により撮影されたデー （２９）［新設］

　タをパソコン等の機器により確認することをいう。

（３０）「施工段階確認」とは，設計図書に示した段階において，実施状況，受注者の測定結果等に （３０）「施工段階確認」とは，工事に係る出来高（完成時に不可視となる部分）等を設計図書に示

　基づき，監督職員が立会又は遠隔確認により工事状況，工事に係る出来形等を確認することをいう。 　した施工段階において，受注者の測定結果等に基づき，監督職員から立会等により確認することを

　いう。

（３１）～（３６）［略］ （３０）～（３５）［略］

１－１－３　～　１－１－２４　　　[略]　　 １－１－３　～　１－１－２４　　　 [略]　　

１－１－２５ 監督職員による検査及び立会等 １－１－２５ 監督職員による検査及び立会等

１．～６．　　　　［略］ １．～６．　　　　［略］

７．施工段階確認 ７．施工段階確認

（１）受注者は，発注者が設計図書において施工段階確認の実施を指定した場合，監督職員の確認を （１）受注者は，設計図書に示す施工段階において，立会いによる検測又は確認を受けなければなら

　受けなければならない。 　　ない。

（２）受注者は，施工段階確認の具体的な実施方法について，施工計画書に記載しなければならない。 （２）受注者は，施工段階確認の具体的な実施方法について，施工計画書に記載するものとする。

　　　また，遠隔確認により実施する場合は，適用種別，機器仕様等を施工計画書に記載して，監督

　　職員の確認を受けなければならない。

（３）受注者は，施工段階確認を受けようとする場合は，事前に監督職員と日時，実施方法の調整を （３）受注者は，施工段階確認を受けようとする場合は，立会願を監督職員に提出しなければなら

　　行わなければならない。 　　ない。

　　　なお，監督職員は施工段階確認を机上で行う場合，又は現場技術員に行わせる場合は，受注者

　　にあらかじめ連絡するものとする。

（４）受注者は，立会又は遠隔確認により施工段階確認を受ける場合は，施工段階確認簿をその都度 （４）受注者は，監督職員の立ち会いにより施工段階確認を受ける場合は，施工段階確認簿をその

　　作成し，速やかに監督職員へ提出するのものとする。なお，この場合受注者は，確認状況写真を 　　都度作成し，速やかに監督職員へ提出するのものとする。なお，この場合受注者は，確認状況

　　施工段階確認簿に添付する必要はない。 　　写真を施工段階確認簿に添付する必要はない。

（５）　　　　　　 [略] （５）　　　　　　 [略]

（６）施工段階確認結果において，規格値から外れたものが確認された場合，受注者は手直し工事を （６）施工段階確認結果において，管理基準値及び規格値から外れたものが確認された場合，受注

　　含めて監督職員の指示により対応しなければならない。手直しした箇所については，再度施工段 　　者は以下の対応を行わなければならない。なお，詳細については，監督職員の指示によるもの
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改正後 現行



○ 農業土木工事共通仕様書（令和４年４月１日付け）新旧対照表
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　　階確認を受けるものとする。 　　とする。

　　 なお，施工方法の改善策を監督職員に報告しなければならない。 　　１）管理基準値から外れた場合は，施工方法の改善策を監督職員に報告しなければならない。

　　１）［削除］ 　　２）規格値から外れた場合，手直し工事を行うとともに，施工方法の改善策を監督職員報告し

　　２）［削除］ 　　なければならない。なお,手直しした箇所については，再度施工段階確認を受けるものとする。

１－１－２６　～　１－１－７１　　　［略］ １－１－２６　～　１－１－７１　　　［略］

第２章　～　第３章　　［略］ 第２章　～　第３章　　［略］

第２編 工事別編 第２編 工事別編
第１～２章 [略] 第１～２章 [略]
第３章 舗装工事・道路改良工事 第３章 農道工事
第４～５章 [略] 第４～５章 [略]
第６章 排水路工事・河川工事 第６章 河川及び排水路工事
第７～２０章 [略] 第７～２０章 [略]
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※令和４年４月鹿児島県農業土木工事共通仕様書（以下「共通仕様書」）に示した様式のうち，

　建設請負工事における請求書に関する様式については，令和4年1月4日付け土木部長通知「建

　設請負工事における請求書の改正について」を，建設工事請負契約書に関する様式については，

　令和4年1月4日付け土木部長通知「鹿児島県建設工事請負契約書標準書式に関する取扱いについ

　て」を準用するものとする。

※特別仕様書を根拠としている様式についても廃止しています。（特別仕様書によるものとする）
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［新設］
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